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第4回●ネットワーカーたるもの、地震のときにもあわてずに！

なにやってんだよ
！

池田健二（インプレス・ラボ）

昨年の阪神大震災からすでに1年以上経ち、次は関東エリアで

あろうかと思えるほど最近は地震が多い（と思うだろう？ 読者

諸兄）。

ブラウザーがビットマップをロードし終えるのを待ちながら、テ

キストエディターでメールを書いていることも多いだろう。そん

なときに地震になったら、何をすればよいのだろうか？

「すぐにセーブ！」は早計
地面が揺れ建物が揺れれば当然電柱も揺れる。最近はまずないと思

うが、その揺れの影響で電線が切れたり接触不良になったりする可能
性がないとはいえない。
また、自分の計算機の設置状況が劣悪で、設置している机の上で

大きく揺れ動き、小さな物が落ちてきて外付けディスクのケーブルが
外れてしまうかもしれない。だからこそ、いま開いているファイルは急
いでセーブするべきだといえる。
しかし地震の影響で揺れているのは、大きな塊としての計算機だけ

ではない。中に入っているハードディスクも揺れている。そこへ書き込
むわけだからディスクがクラッシュすることもあるだろう。ファイルサ
ーバーなど過去の蓄積が大きい場合は、それらのファイルを守るため、
現在の作業を諦めたほうがよいかもしれない。

電話線の向こう側にもハードディスクがある
さて、今度は地震時のインターネットへのアクセスについて考えて

みよう。電話線の向こう側、つまりプロバイダーが備えている各種サ
ーバーにはディスクがついている。WWWサーバー（注1）、FTPサー
バー（注2）はいうに及ばず、裏で支えてくれているDNSサーバー（注
3）にもディスクは付いている。これらのデータは一度ディスクに書き
込まれたあとは何度も読み出されるだけ、つまり蓄積されたデータだ。
それでは、地震で揺れているときは他のサイトのディスクをクラッ

シュさせないよう、アクセスしないほうがよいのだろうか？

地震で揺れている時間そのものは、ホームページ1ページを転送す
る時間よりも短い場合が少なくない。また、サーバーがある地域がい
ま地震かどうか、瞬時に察知できるわけもないので、あまり考えても
しかたがないのかもしれない。しかし、今現在あなたがいる場所が地
震のときには、とにかく落ち着くまで無駄なアクセスは避けるべきだ
ろう。

災害時はみんなが電話をかけたがる
今度は迷惑という点から考えよう。ダイアルアップの場合は公衆回

線を使うわけだから、家族の無事を確認するための電話の邪魔をして
しまう。大量の電話が一時に行き交えば、NTTの交換機が輻輳（注
4）することもありえる。
大被害がでるほどの地震の場合、特に昨年の阪神大震災ではいく

つものサイトやBBSなどで情報提供が始まっていた。これらの情報を
他の人が有効に利用できるように、通信を邪魔しないよう、ちょっと
の間、お遊びを控えるのも良識といえるのではないだろうか。

地震に備えて配線環境を見直そう
最後に身近な問題を1つ。次の大地震は関東エリアかもしれない。

そうなった場合、まず急いで安全な「ちゃぶ台」の下に逃げ込みたい
ものだ。が、普段からのケーブル設置がマズいと、逃げるときに足を
取られ、あっというまに大型モニターの下敷きになってしまいかねな
い。常日頃からケーブルに気を配っておくことは、こういった緊急時
に対応するための第一歩である。また、阪神大震災のようなとんでも
ない地震が起きたときのために、パソコンを載せている机やラックマ
ウントを壁に固定しておくことも必要だろう。そして揺れが収まった
ら、ノートパソコンとモデムカード、そして無線電話を持って、救助
活動を手伝おう。

脚　注 1WWWサーバー：WWWはワールド・ワイド・ウェブ（World-Wide Web）
の略。ネットスケープなどで見るホームページの情報が格納されているコ
ンピュータのこと。

2FTPサーバー：インターネット上で使えるファイル・サーバーのこと。FTP
はファイル・トランスファー・プロトコル（File Transfer Protocol）の略
で、インターネット上でファイル転送するための標準規格。

3DNSサーバー：ドメイン名とIPアドレスを管理するサーバー。
4輻輳：これについては今月号の特集で詳しく解説しているので、そちらを
参照してほしい。
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